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京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 l条京都大学に県蔵文化財研究センター（以ド「センター」とし、う。）を置く。

~2 条 センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及びその保存のため必要な業

務を行う。

第 3 条センタ←にセンタ一長を夜く。

2 七ンタ一長は，京都大学の専任の教授をもって充てる0

3 センター長の任期は， 2年とし，拘‘任を妨げなし、。

4 センター長は，センターのm務を’学理する。
向島4条 センターに，必要に応じて，助教授，幼子その他の職員をl置く。

第5.$ t ンターに，調会i研究及び保有：に~Iする業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部に主任をi置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部のxJ完全っかさどる。

第6条 七ンターにセンターの事業に 11\Iずる某本的討画，人事その他管理運営に関する •rfl要事現を審

議するため，運営協議会を毘く。

2 運営協議会は，次の各号にJ弓げる委員で組織する。

(1) センタ一長

(2) センターの研究部の主任

(3) rl1T 2 号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者 1-i'干名

付）事務局長及び施設i部長

3 センター長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各；疫に規定するもののほか，運営協議会の運営に閲し必裂な事項は，運営協議会が定める。

第 7条 この史項十こ定めるもののほか，センターの組織及ひ、運営に｜均し必要な事項はセンター長が定

める。

センタ一長 上田正昭（教養rm教授） 研究部主任 ？古水芳裕（文学部助手）

運営協議会委員 池田次郎（理学部教授）
研究部研究員 五十川伸矢（文学部助手）

Jシ 浜崎一志（工学部助手）
4’ 西川宇治（工学部教授〕

宵本一夫（文学部助手〕イ少

’〉 小野山節（文学部教授）
三宅由美（施設部教務補佐員）ク,,, 石田志朗（理学部助教授）

すF 手芸 y全-'--, 大八木邦夫（施設部事務官）。 ，！｛利健亮（教養部助教J受）
ク 和田俊司（施設部事務官）

イシ 久保庭信一（事務局長） ィク 梅川厚子（施設部技術補佐只）

ん 井内 昭（施設部長） ク 藤浮かおる（施設部技術補佐只）
,,, 石烈 弘（施設部長） ク 中村美代（施設部事務補佐員）
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京都大学構内遺跡調査会規約

第 15条 この会は，京都大学構内遺跡調査会（以下「調査会j という。）と称し，京都大学の委託によ

りi司大学構内rこおける建築物新営工事等に伴い必裂な敷地内の遺跡調査を行うことな目的と

する。

第2条調査会は，事務所な京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内に置く。

第 3条調査会は，第 l条の目的を述成するために次の事業を行う。

(1）京都大学の委託により行う当該敷地内の埋蔵文化財についての発射調査

(2) 前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議

(3 ）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概安報告書の作成

(1) その他必要とする事項

第4条調査会に次の役員を置く。

(1) 会長 I名

(2 ）委員

イ 京都大学の学識経験者若干名

戸 惑7営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者若干名

(3 ）監事若干名

2 会長は，前項 2号イの委員の推薦する者とする。

3 会長の任期は 2年とし，再任を妨げ沿い。

4 委員及び致事は，会長が委嘱する。

5 第 l；頂第 2号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わっ

たときは，退任する。

第5条会長は，謝査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する。

3 院事は，調査会の会計ーを段査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会は，会長が招集し議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会

会置くことができる。

510 条第 3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班を置く。

2 謁査班は，調査班長，調査員及び調査補助長をもって組織する。

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員は，調査班長の推薦により会長が委嘱する。
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第8条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局十置く。

2 事務局tこ職員若干名を置く。

3 職員は，会長が任免する。

;f, 9条 調査会の経費は，京都大学カミら支出される調査委託費をもって充てる。

第IOうた 調査会は， 4月 i 日に始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書を作成し，監事の監査

~経て，年度終了後 3 ヶ月以内に委員会のポ訟を受けるものどする。

第11 条 この規約に定めるもののほか，調査会の運営に関し必裂な事項は，会長が定める。

会長 池田次郎（埋，＂jc部教授）

委員 川k 貢（工学部教授）

亀井節夫（理学部教授）

西川幸治（て学部教授）

小野山節（文学部教授）

大山喬平（文学部教反〕

石田志朗（理学部助教授）

西村進（理学部助教授）

足利健売（教養部助教J受）

清水芳裕（文学部助手）

松村圭三（事務局庶務部長）

規約第 4条 l項（2）口

巽 ：友正（型11 学部長） 伊藤洋平（医学部長）

半IJJ 緊 (I 楽学部附属病院長）

規約第 4 条 l項（2）ハ

j良只毅（京都市埋蔵文化財センタ一所長）

泉拓良（奈良大学講師）

駐車 金光男（施設部企画課長） 井上博lE （医学部附属病院管理課長）

小林久雄（医学部事務長）西村真次（理学部事務長）

事務局長 大八木邦雄（施設部事務官） 松本一代（調査会事務長）

和日i俊可（施設部事務官）

調査班

調査班長・主任 清水芳裕，五十川仲矢，浜崎－Jt ，宮本一夫，三宅由美

調査只 伊藤康人，榎阪昭則，江郷雅樹，大本真理，徐朝I屯，菅井敏美，古賀秀策，

調査補助員

竹村厚司，竹村；＼！；：二，玉田芳英，寺島千春，早川秀樹，南秀雄，宮川禎一，

森本音

青木祥子，石崎朋子，井上正夫，氏附真土，内田良子，加茂友基，毎回智子，

川島はる代，菊原 淳， j手本直文，鬼内秀起，木村 fk，桐原文彦，桑水流裕子，

近藤寿夫，咲本勝巳，茂木恵利子，庄栄一郎，高木直親，高橋朋子，高味寿光，

Ii!隈せき子，立花由香，谷口徳彦，谷口由利子，中嶋敏弘，那須久代，西川恵美子，

平瀬美子，広川 守，福井文夫，堀江正明，沼田圭美，三宅亜子，宮本手IJ 夫，

森下章可，矢野健一，山本直好，吉井秀夫
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作業員 五十棲彰雄，上田助法，川久保喜美栄，川久保信子，木村謙治，木村行利，

河野佳子，古前健次，鈴木昌代，問中j母子，谷正市，橋本庄次，橋本俊夫，

j貧困武子，長谷川智造，福田文治，松尾順子，松尾フク，三浦信一，三谷正三，

安田秀男，山中丑治，山中貞男，吉田龍太郎

北部構内B F31 区整理調査班 病院構内A Jl9 区発掘・整理調査班

所在地 京都市左京区北白川追分町 所在地 京都市左京区吉田橘／Hf

工事名 理学部プラズマ実験装置室新営 工事名 医学部附属病院整備

調査期間 昭和59 年 4月 I 口～同 9月30 日 調査期間 昭和59 年10 月lI 日～l寸11 月14 日

商店 737m' 面積 260m' 

班長・主任清水芳裕，五十川伸矢 班長・主任清水芳裕，浜崎一志

調査員 8 名 調査補助員 2名

調査補助員 2名 作業員 11 名

作業員 6 名 医学音防藷内ANIS 区発掘調査班

病院構内A Fl9 区発掘・整理調査班 所在地 京都市左京区吉田近衛問J

所在地 京都市左京区聖護院川原町 工事名 医学部基礎校舎新営

工事名 医学部附属病院 調査期間 昭和59 年 9月 I 日～

全身用 NMR-CT 装置棟新営 昭和60 年 3月31 日

調査期間 昭和59 年 5 月16 日～同 12 月28 日 面積 1920. 4m' 

面積 863m2 班長・主任五十川仲矢，宮本一夫

班長・主任浜崎一忘，宮本一夫 調査員 4 名

調査員 7名 調査補助員 23 名

調査補助長 20 名 作業員 14 名

作業員 12 名

京都大学構内遺跡の調査体制

調査主任

京都大学埋蔵文化財研究センター
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調査主任

(B 斑）調査班長調査ー調査補助I－り
調査主任員 員 I 

圃 －」
京都大学構内遺跡調査会



京都大学構内遺跡調査要項

－~－：JJ諸問 l地点 lー者 l臨時？ト遺一文献 l 備考
大正昨戸学部 11 ・21 演田耕作［諸・ I I l懸土器 ［臨：・I 

同瓦江戸市福~1· E_ 司~
~f1] 4~1--~:t . l坦旦l:__1: 日J .[1'_~－~－一院叫
！市出町＿－I "" _:;J Jc土 ~· "'!:::~ 
l昨！日時ll梅原末治lJ]= l需土器’ l梅原35 i 

.:1~目－可』~；~i~~u~ l叩二mr~
分地蔵［ 6 l草思毒里l事前発掘l刊 It量土器 ［京見7°2
部 i7 l藤臨郎l長子実語lI l縄文土器l藤岡引

8 農学部： 8 l中村徹也l事自 lρ 溜｜翌拙！， l埋78b l瓦溜眼し
農学部l9 l中村徹也！事前発掘116001 l里奇毒器 l中村73

植物悶・111 l中村徹也開発日01霊：11縄文土器開7ペ襲撃量

一教養部 114 r諸山徹：f事前発一i l縄文土器l I 

::1~；一一：：1rs；漣期ai~ー！19 2 01 iii 直接罫 I 
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京都大学構内遺跡調査要項

一哩坦竺？一一1：~訂型匝「川土~l_i:_考
蜘引年1雪Hl7 医I" I泉 鵬［輔発掘I''°I 

i詐山~~1·· 7 店詞羽I~り~1空孟引更←iii下78~－

昨｜乙 14医I＂甥額（事前発掘 I＇°官 l南 （龍？：i: ・1 
吋 8産I41 I喜野鶴［輔前発掘112惜霊！古寝

53 年l一！ :-1：：~「百！Irザ元 l 削 li ffi!jf 
悶 I"l！ベ智一発掘1100！喜代土坑一，一L!車事一： IIJfil:_ __ i 
昔G31 産I56 I李野践l事前発掘 髄授期l縮文土器 l態！ ！ 
t~~st I 57 I：：詰長［事前発掘

山I11 I ~11!! t:：：：！＇：~I即時；~：：1

V 日 l
91 I吉野判事前発掘1j1吋躍戸！寺町詰域内3 ｜ 部

区
？
部
水

一
養
山
一
脚

一
教
A
一
本
実
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京都大学構内遺跡調査要項

年度［詰壁f雨戸当者 ItP~長岡山横戸川文献｜備考
昭和問問。臣ll判長崎可事前九 2721 ｝岡市臨 L l郡 3 i 

~::,'.; i . i !!/llif::1150 院長鴨川［
い11 JIO I浜崎一志｜事吋寸F 土器l謀れγ！

向日高J/1町一l!itij鴨川開
J；叩」 lザIJ ！開！－！::: 吋電器！IF吋掘I201 i~土器｜時計 l 埋84 I 
! /1Fl!r22 時計前発掘1101 同問F円 l

！日3; I l明ず？？市町議事＼一戸時

円 1~＿；1;:::!i::1堕止ゴt~I~
! T2 日産l12 生 Iお臨円「~お出型師同6 ! 
1宮ι3置lベ長野骸i事前発掘1803

-----;8 年七担ト；1I室J-J/1語長l輔発掘i附 i型突l釘片望i惣一剖 l
f:51:1 瓦，；1:t::!::1蛇~~I 11r: ! ;,; 1 ・ 
日I雪Fl9j I 咋i ＝~1~~j_j_~J出品計ア3:l
七19~j市長室「蹴J26H 開［盟諸問第 l本l
I~担［ぺ諒J/1寸前発~1~11;1;
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京都大学構内遺跡調査委項

昭和岬lト些l一十）111 申矢
T竺!I干戸子空7「［ l二＼」玩ε－~
宝ぷol ［咋木→［立合lト l畑 / i中世悶
塑2苦1-_:J 一竺？合l__ J_ ト一里i~！~し
T口30陸l…水芳裕［立 合1 ［ ［土師器 I i中世叩
JF3:-1 吋水芳裕（立合I i I !- l泣跡

なし

T円

［些！ 151 空； _"_I立 It r" i ~ftffi 

t V29i I山水芳裕（立 合iI I I l遺跡なし
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